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放射能泉研究所の沼革と機構
　岡山酵科大學に温泉研究所を設置しようという三二がたてられたのは昭和S年のこ
とであっだ。地元三朝村の寄附を得て昭和12年度には放射能泉研究所の前身である
問山警科大回三朝温泉療養祈の豫算が通過し，昭和14年7月28日には開班レつ運びと
なった。三時の弓長は田村於兎博士で初代の療養所長に1±三越嘉威博士が就任，療養
所の機構は助教授1，助手2，書記，藥二手各1の構成であった。第二次世界大載にあ
たり療養所の充實は人的にも物的にも困難をきわめたが，漸次病豚を増して4δとし，
研究室も整備せられるに至り，昭和18年11月官制改正により岡山讐科大學放射能泉
研究所に改組せられた。所長は二時の岡山大二三清水多榮博士の：二二で，教授1，助
ij授　i，助手3に定員が増加せられた。
　しかるに人員充足をみぬ内に工員相ついで二二，三朝における診療並に研究は殆ど
申絶の状態に陥入り，昭和19年3月より昭和’Z1年2月末日に至るまで岡大開正次，
北山二一郎爾教授の所員鍵任により温泉研究を維持する欣態で，昭和20年3月奨海軍
病院三朝分院の設置と共に研究所施設の孚以上を軍の使月」にゆだねるの止むなきに至
った。
　昭和20年11月海軍病院は閉鎖せられたが所員が充足せられたのは昭和21年7月
のことである。
　三三上記の定員を以て内科，外科の三部に分れ，三二研究と診療を行ってきたが，
昭和24年1月懸案であった二三化學の官制が公布せられ，教授1，助二三1，助手3
の定員が新に増加せられた。之により我國で始めて同一混泉研究所内で醤學，化學爾
部門の協同研究が行われる態勢ができたのである。昭和24年9月よりは塵乱入科を
莉設，温泉研究における此の方面の塞隙をみたすべく努力中である。
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である。
　從來使用中の源、泉はラドン含有量に於ても，湧出量に於ても不＋分であったので昭
和Z5年3月三朝の代表的源泉を有する村役場を買牧し，ここに研究所分室を設置する
ことになった。温泉化學研究室も昭和25年度に於て増築せられる豫定である。
　昭和21年4月1日勅令第206號官立大學官制第16條に“放射能泉研究所は放射能
泉に關する學理及びその鷹用の研究を掌る”と規定せられている。
